
平
成
30

年
10

月
21

日

（
日
）
に
、
平
成
23
年

に
再
建
さ
れ
8
回
目
の

大
樟
会
東
播
磨
支
部
の

平
成
30
年
度
総
会
を
一

年
振
り
に
東
京
田
村
加

古
川
店
（
加
古
川
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
４
Ｆ
）
で
開

催
し
ま
し
た
。
昨
年
は

大
学
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
に
合
わ
せ
て
大

学
見
学
を
企
画
し
ま
し

た
が
、
参
加
者
が
少
な

く
地
元
開
催
に
し
ま
し

た
。
終
了
後
、
引
き
続

き
懇
親
会
を
開
催
し
、

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
懇
親

会
の
前
に
、
理
事
・
副

学
長

情
報
社
会
学
部

教
授
の
小
谷
融
先
生
に

「
大
阪
経
済
大
学
の
現

状
」
「
高
利
回
り
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
レ
ン
デ
ィ
ン
グ

（
融
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
）
と
は
」

と
題
し
て
講
義
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
の
現
状
と
し
て

は
、
①2

0
1
8

年
度
の
入

試
状
況
、
②2

0
1
7

年
度

卒
業
生
の
就
職
状
況
、

③
各
ク
ラ
ブ
の
主
な
活

動
状
況
を
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
①
近

隣
12
大
学
と
対
比
し
て

前
年
比
二
桁
増
と
善
戦

し
て
い
る
。
②
就
職
率

Ａ(

就
職
希
望
者
の
中
で

就
職
者
の
割
合)

93.0
％
前

年
比
＋
1.0

％
増
と
ア
ッ

プ
。
③
陸
上
競
技
部
の

出
雲
駅
伝
と
全
日
本
大

学
駅
伝
出
場
と
結
果
報

告
、
準
硬
式
野
球
部
の

春
季
近
畿
六
大
学
準
硬

式
野
球
戦
優
勝
と
全
日

本
大
学
選
手
権
大
会
出

場
結
果
報
告
で
し
た
。

次
に
資
産
運
用
の
楽

し
み
方
の
説
明
で
、
①

新
規
上
場
銘
柄
に
関
わ

る
不
祥
事
、
②
新
規
上

場
銘
柄
初
値
、
③
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
つ
い
て
初
心
者

向
け
に
用
語
説
明
か
ら
、

類
型
別(

寄
付
型
・
購
入

型
・
投
資
型
）
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
投
資

に
興
味
の
あ
る
方
は
参

考
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

大
樟
会
本
部
か
ら
、

石
元
佳
代
常
務
理
事
に

出
席
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
神
戸
支
部
の
副

支
部
長
を
担
当
さ
れ
て

い
ま
す
。

総
会
冒
頭
に
平
成
30
年

度
の

総
括

と
し

て
、

「
平
成
30
年
度
活
動
報

告
」
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
東
播
磨
支
部
と

し
て
５
月
６
日
に
「
関

西
六
大
学
野
球
春
季
リ
ー

グ
」(

神
戸
学
院
戦
・
わ

か
さ
ス
タ
ジ
ア
ム
京
都
）

観
戦
と
京
都
市
内
観
光
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「大樟会」

東播磨支部

発行人

福田敏裕

大
樟
会
東
播
磨
支
部
新
聞

８回目は地元「支部総会を加古川プラザホテル東京田村加古川店」で開催

令
和
1
年
10

月
26

日

（
土
）
大
樟
会
東
播
磨

支
部
の
再
建
9
回
目
の

支
部
総
会
を
開
催
し
ま

す
。
東
播
磨
支
部
の
会

員
の
皆
様
は
、
お
友
達

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ふ
る
っ
て
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

場
所
：

東
京
田
村
加
古
川
店

（
加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
４
階
）

懐
石
料
理
で
有
名
で
す
。

時
間
：

16
：
30
受
付
開
始

17
：
00
総
会

17
：
30
講
演

18
：
30
懇
親
会

新
規
参
加
者
四
名
総
勢
十
七
名
で
、
盛
り
上
が
る
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

東
播
磨
支
部
の
会
員
の

方
に
役
に
立
つ
耳
よ
り

な
情
報
（
グ
ル
メ
・
観

光
・
買
い
物
情
報
な
ど
）

を
特
集
し
て
い
き
た
い

と
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
９
号
は
、
東
播
磨

支
部
副
支
部
長
の
宮
崎

（
43
回
卒
業
）
が
グ
ル

メ
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

今
回
は
、
加
古
川
市
加

古
川
町
粟
津
の
「
タ
カ

ミ
オ
カ
キ
」(

旧
県
立
病

院
入
り
口
付
近
）
に
つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

一
枚
一
枚
手
焼
き
で

無
添
加
無
着
色
・
小
麦

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
身
体

に
優
し
い
せ
ん
べ
い
で

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
タ
カ
ミ
オ
カ
キ
加
古

川
」
検
索
で
き
ま
す
。

東
播
磨
支
部
レ
ポ
ー
ト

第
９
号
は
、
「
グ
ル
メ
レ
ポ
ー
ト
」
し
ま
す

福
田
支
部
長

冒
頭
あ
い
さ
つ

再建８年目東播磨支部総会開催！

大
樟
会
本
部
石
元

佳
代
常
務
理
事

再
建
９
回
目
支
部
総
会
開
催
の
ご
案
内

加古川プラザホテル



(

嵐
山
天
龍
寺
拝
観)

、

６
月
17
日
に
里
山
ハ
イ

キ
ン
グ
」(

小
野
ア
ル
プ

ス
縦

走
）

と
下

山
後

「
白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
」

で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

次
に
平
成
30
年
度
の

決
算
報
告
が
行
わ
れ
、

石
原
事
務
局
長
の
収
支

報
告
と
田
中
監
査
役
よ

り
監
査
結
果
が
報
告
さ

れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
福
田
支
部
長
よ

り
平
成
31
年
度
活
動
計

画
が
発
表
さ
れ
、
「
今

年
度
も
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
更
新
に
よ
る
ニ
ュ
ー

ス
リ

リ
ー

ス
の
提

供

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制

作
は
東
播
磨
支
部
が
全

国
で
唯
一
の
支
部
で
あ

り
誇
る
べ
き
）
と
支
部

新
聞
の
制
作
に
よ
る
広

報
活
動
を
継
続
し
た
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
は
、
神
戸
支
部

事
務
局
長
の
北
山
富
久

様
、
明
石
支
部
副
支
部

長
の
安
川
武
延
様
、
初

め
て
淡
路
島
支
部
の
小

堀
禎
員
様
を
を
来
賓
に

迎
え
、
24
回
卒
業
の
前

田
相
談
役
を
筆
頭
に
、

総
勢
17
名
と
少
人
数
な

が
ら
、
新
規
参
加
者
が

４
名
と
人
数
も
徐
々
に

増
え
、
自
己
紹
介
を
し

て
い
た
だ
き
、
和
や
か

に
歓
談
い
た
し
ま
し
た
。

森
本
幹
事(

38
回
卒)

舞
う
！

懇
親
会
の
先
頭
を
切
っ

て
、
支
部
総
会
恒
例
の

「
剣
舞
」
を
森
本
幹
事

に
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
「
白
虎
隊

新
免
流
」
を
踊
っ
て
い

た
だ
き
、
参
加
者
一
同

拍
手
喝
采
で
し
た
。

(

最
後
に
学
歌
・
逍
遥
歌

36
回
卒
江
口
さ
ん
演
舞)

新
年
度
定
例
役
員
会

開
催
予
定

・
３
月
24
日
（
日
）

・
６
月
23
日
（
日
）

・
８
月
25
日
（
日
）

・
９
月
22
日
（
日
）

第
８
号
に
続
き
第
６
回

目
と
な
り
ま
し
た
。

①
回
卒
：
昭
和
44
年

（
１
９
６
９
年
）
35
回

卒②
住
所
：
〒675-0054

加
古
川
市
米
田
町
平
津

４
５
１

③
電
話
番
号
：
０
７
９-

４
３
１-

３
０
４
８

④
職
業
：
衣
料
品
販
売

⑤
趣
味
：
古
寺
巡
礼

⑥
学
生
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー

ド月
日
の
過
ぎ
る
の
は
早

い
も
の
で
、
卒
業
か
ら

半
世
紀
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
母
校
の

周
り
も
変
わ
り
ま
し
た
。

少
し
歩
け
ば
淀
川
ま
で

砂
地
の
畑
が
続
い
て
お

り
ま
し
た
。
当
時
の
私

の
下
宿
も
取
り
壊
さ
れ
、

淀
川
に
架
か
る
豊
里
大

橋
の
下
と
な
り
、
旧
家

の
部
屋
借
り
の
下
宿
に

は
、
倉
の
２
階
の
部
屋

に
住
む
仙
人
と
呼
ば
れ

る
４
回
生
の
先
輩
が
お

ら
れ
、
新
入
生
歓
迎
会

を
開
い
て
く
れ
た
の
は

い
い
で
す
が
、
ビ
ー
ル

の
大
ジ
ョ
ッ
キ
に
日
本

酒
を
満
杯
に
つ
が
れ
、

飲
み
干
す
よ
う
に
言
わ

れ
ま
し
た
。
当
時
、
先

輩
の
言
わ
れ
る
こ
と
は

絶
対
と
い
う
風
潮
で
あ

り
、
半
分
ほ
ど
飲
ん
だ

所
で
、
階
段
か
ら
転
げ

落
ち
た
の
も
今
と
な
っ

て
は
懐
か
し
い
思
い
出

で
す
。

３
回
生
で
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

協
議
会
に
所
属
し
、
大

学
祭
の
中
央
実
行
委
員

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

年
、
大
学
祭
の
名
称
が

経
大
祭
か
ら
大
樟
祭
と

な
り
ま
し
た
。

４
回
生
の
大
樟
祭
で
は
、

今
で
は
歌
謡
界
の
大
御

所
の
森
山
良
子
さ
ん
が

前
夜
祭
の
ゲ
ス
ト
で
し

た
。
余
談
で
す
が
、
そ

の
日
の
ギ
ャ
ラ
は
50
万

円
で
し
た
。
そ
の
後
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
紅
白
歌
合
戦

に
出
場
す
る
と
、
ギ
ャ

ラ
は
数
倍
か
ら
十
倍
近

く
ま
で
な
っ
た
そ
う
で

す
。

大
樟
祭
の
講
演
は
、
テ

レ
ビ
番
組
11
Ｐ
Ｍ
の
司

会
の
藤
本
義
一
氏
で
、

「
こ
の
目
で
見
た
日
本
」

の
題
目
で
講
演
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
開
か
れ
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
こ
う

し
て
大
学
祭
も
無
事
終

わ
り
、
出
席
日
数
も
不

足
気
味
で
し
た
が
、
無

事
卒
業
い
た
し
ま
し
た
。

⑦
近
況
報
告

Ｊ
Ｒ
宝
殿
駅
前
に
衣
料

品
販
売
業
を
営
ん
で
お

り
ま
す
。

⑧
東
播
磨
支
部
に
つ
い

て東
播
磨
支
部
も
再
興
８

年
と
な
り
ま
し
た
。
役

員
全
員
の
努
力
の
下
、

東
播
磨
新
聞
、
東
播
磨

支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
、

次
々
進
化
し
て
お
り
ま

す
が
、
さ
ら
に
若
い
卒

業
生
の
新
し
い
ア
イ
デ

ア
や
パ
ワ
ー
を
是
非
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
注
】
山
本
さ
ん
は
東

播
磨
支
部
25
・
26
年
の

支
部
長
で
し
た
。
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介


